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２
月
８
日
、諏
訪
中
央
病
院
臨
床
研
修

　
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
号
特
集
で
ご
紹
介
し
た
通
り
、当
院

で
は
２
０
０
４
年
よ
り
臨
床
研
修
を
開
始

し
、こ
れ
ま
で
多
数
の
医
師
が
学
ん
で
き

ま
し
た
。当
院
に
残
り
八
ヶ
岳
の
麓
の
医
療

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
一
方
で
、新
天

地
へ
羽
ば
た
き
活
躍
す
る　
　
　
　
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。　

周
年
を
迎

え
た
今
回
は
、全
国
津
々
浦
々
か
ら
１
０
０

名
を
超
え
る
先
生
方
が
、列
島
を
す
っ
ぽ

り
覆
う
大
寒
波
を
も
の
と
も
せ
ず
集
ま
り

ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
開
に
会
話
が
弾
む
中
、

歴
史
を
振
り
返
る
ム
ー
ビ
ー
か
ら
式
典
は

ス
タ
ー
ト
。組
合
長
で
あ
る
今
井
敦
茅
野

市
長
の
挨
拶
に
続
き
、臨
床
研
修
委
員
長

を
務
め
た
蓑
田
正
祐
医
師
の
乾
杯
で
、

パ
ー
テ
ィ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
中
に
は
、市
立
大
町
病
院
の
総
合

診
療
科
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
金
子
一
明

先
生
、当
院
の
臨
床
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
藤
川

裕
恭
先
生
、腎
臓
内
科
医
と
し
て
研
鑽
を

積
ま
れ
て
い
る
麻
生
芽
亜
先
生
か
ら
当
院

で
の
研
修
と
近
況
報
告
を
合
わ
せ
た
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、出
席
者
で
時
代
時
代
の

思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

研
修
開
始
当
時
、院
長
職
に
あ
っ
た
濵

口
實
名
誉
院
長
の
ス
ピ
ー
チ
の
後
、佐
藤

泰
吾
院
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

三
本
締
め
で
式
典
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。そ
の
あ
と
行
わ
れ
た
二
次
会
で
は
、歴

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
を
見
な
が
ら
思
い

思
い
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
す
る
、と
い
う

企
画
で
盛
り
上
が
り
、笑
い
の
絶
え
な
い

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、研
修　
周
年
に
加
え
て
今

井
統
括
院
長
・
佐
藤
院
長
が
就
任
し
、当

院
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
が
、時
代
や
体
制
が
変
わ
っ
て
も
、

我
々
の
使
命
は
社
会
的
共
通
資
本
で
あ

る
当
地
の
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、そ
れ
を
担
え
る
人
材
を
当
地
で
育
て

続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

冠
雪
で
真
っ
白
で
あ
っ
た
八
ヶ
岳
が
気

が
つ
け
ば
芽
吹
く
緑
で
彩
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、季
節
ご
と
に
成
長
し
て
い
く
研
修

医
・
専
攻
医
。患
者
様
や
地
域
住
民
の
皆

様
に
は
、そ
の
姿
を
一
緒
に
見
守
って
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
（
編
集
部　
山
口
俊
大
）
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小児産科女性病棟看護師長　藤田 由理

2023年12月～2024年1月に実施した小児産科女性病棟内にあるラ
ウンジ改修のためのクラウドファンディングでは、1,600万円を超え
るご支援を頂きました。当初の目標金額を大きく超え、本当に多く
の方々からのご寄付と、沢山の応援メッセージを頂き、夢が実現で
きたことに心より感謝申しあげます。
今年度に入って着工となり、おかげさまで11月にラウンジの改修と
個室の内装工事はすべて終了し、とてもあたたかな素晴らしい空
間に生まれ変わりました。内覧会などを経てラウンジは現在、赤
ちゃんとお母さんの集いの場としてご利用いただいています。個室
の快適さも大幅にアップしました。
今後も地域の皆様のご期待にしっかりとお応えしていくため、ス
タッフ一同努力してまいります。

7/3  第267回ほろ酔い勉強会　参加数150名超‼

改修前のラウンジ

改修後のラウンジ

明るい内装で
清潔感＆高級感アップ

改装後の個室

11/5
クラウドファンディングで

改修した病棟スペースの

完成披露会

組合立諏訪中央病院　院長　佐藤 泰吾

数多く現場に足を運び、さまざまな人々と話
しをすることを心がけました。15年後の医療
の在り方を構想し、新たな一歩を踏み出すた
めです。人口減少と高齢化が進む時代の移行
期において、高齢者救急・地域急性期機能を
守ることが課題です。困っている方々を快く引
き受けなければなりません。多くの救急患者
さんを受け入れました。この数年で救急車搬
入件数も急増、今年度は3,500件前後となる
見込み。同時に患者さんたちにどのように在
宅や施設で生活していただくかを丁寧に考え
る必要が高まっています。ケアミックス型診療
体制で多職種が協力しながら、このことにも
積極的に取り組んでいます。今後も院内外の
皆様と協力し合いながら時代の課題に向き
合い続けます。

諏訪中央病院組合　統括院長　今井　拓

令和6年度は新体制で組合運営に臨みました。医
療に関しては、国が2040年に向けて「新たな地域
医療構想」を検討している時期でもあり、当院で
も「諏訪中央病院がこの地域で未来に向かってど
のような役割を担っていくべきか？」という検討を
始めています。今後、ますます増加が予想される
「高齢者の救急対応」において、個人のさまざま
な背景や事情に細やかに向き合い、あたたかく
迎え入れることができるように、機能の充実を
図っていく予定です。
2つの介護施設の将来に向けた在り方に関して
も議論が進みました。単に古くなった施設を新し
くするということではなく、「地域共生社会」を目
指す中で、病院と同一敷地内にあるという良さ、
多くの人が交じり合うことにより「支えあえる」施
設づくりを令和7年度は構想していきます。
また今年度は病院祭やホスピタルコンサートな
ど地域に開いた活動が再開できました。病院祭
同日に看護学校のオープンキャンパスも開催さ
れ、それぞれの来場者の行き来もあり、病院併設
の看護学校の良さも地域の方にご理解いただけ
たのではないかと思います。

5/29  春のグリーンバザー

4/1～
地域の医療を守り育む

新体制スタート

9/14 ちのし
健康＆食育
フェスタ参加

病院祭運営事務局長　吉山 徹郎

10月19日（土）に第14回病院祭が開催されました。今年度は「病院
と地域や社会がつながり合う」を念頭に準備を進めました。以前よ
り地元の高校生、ボランティアさんたちにご協力頂いてきました
が、今回はさらに市役所、警察署、地元の大学生、様々な企業や団
体の皆様が協力してくださり（日程の都合で残念ながら見送りと
なった企画もありましたが）、当日は1,500名ほどの来場者をお迎え
することができました。足を運んでくださった皆様、協力してくだ
さった地域・関係者の皆様からのご支援が、当日パフォーマンスを
底上げする力ともなり、かつてないほどの大盛況で、病院中が素敵
な音や香り、笑顔や歓声で一杯になりました。
素晴らしい病院祭が開催できたことに感謝申し上げます。ありがと
うございました。

事務部医事課長　望月 賢一

患者さんの利便性の向上、医療現場の効率化のため外来診療の「DX」を推進する
中、今年度はサービスの導入・基盤づくりを以下の内容で行ってきました。
〇待受け表示システム　モニターによる順番表示で診察までの待ち時間を見え
る化
〇電子処方箋　保険薬局と病院・診療所の連携が密に、より安全な処方を実現
〇「ポケメド」システム　スマートフォンを使用し、会計あと払いサービス、薬配送
サービス、Web受付、予約確認、会計確認、外来受診待ち確認などを効率化
〇マイナ保険証利用促進　マイナ保険証利用を元に、医師らが患者さんの情報
を共有でき、救急時・災害時などの投薬・検査などに生かせる
導入したばかりで、ご迷惑をおかけする部分もあるかと思いますが、ご理解くださ
い。来年度は、サービスを広めていく取り組みを行ってまいります。

10/6 玉川ケヤキフェス参加

11/14 ポニーが来たよ

11/14～
外来診療の「DX」が

本格的に始動

12/21 クリスマスコンサート開催
ホスピタルコンサートを継承して

待受け表示システム

マイナ保険証読取り機器

10/19
すべてのみなさんに

ありがとう

絆を深めた病院祭

2/8 臨床研修２０周年記念式典開催

　　　　
令和6年度
（FY2024）
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細
菌
感
染
症
の
治
療
に
お
い
て
、最
も

大
切
な
武
器
は
抗
菌
薬
で
す
。多
岐
に
わ

た
る
抗
菌
薬
の
中
に
は
、特
定
の
細
菌
に

強
い
効
力
を
持
つ
も
の
も
あ
れ
ば
、幅
広

い
細
菌
に
強
い
も
の
も
存
在
し
ま
す
。こ

う
し
た
抗
菌
薬
を
、原
因
と
な
る
細
菌
に

応
じ
て
適
切
に
使
用
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
チ
ー
ム
が
、抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援

チ
ー
ム　
　
　
（A

n
tim
icrobial 　

Stew
ardship Team

）で
す
。

　

金
曜
日
の
午
前　

時　

分
、細
菌
検
査

室
に
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
始
め
ま

す
。医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、臨
床
検
査

技
師
、事
務
職
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
ま
ず
新
規
に
感
染
症
に
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
確
認
か
ら
始
ま
り
ま
す
。特

に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
が
、特
定
の
抗
菌

薬
の
み
有
効
な「
耐
性
菌
」に
よ
る
感
染

症
と
、血
液
か
ら
細
菌
が
検
出
さ
れ
る

「
菌
血
症
」の
ケ
ー
ス
で
す
。前
者
は
適
切

な
抗
菌
薬
を
使
わ
な
い
と
細
菌
を
倒
す

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、検
出
さ
れ
た
耐

性
菌
と
現
在
使
わ
れ
て
い
る
抗
菌
薬
を

　

感
染
症
対
策
の
も
う
一つ
の
側
面
が「
予

防
」で
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
多
方
向

か
ら
適
切
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
が
、感

染
制
御
チ
ー
ム　
　
　
（In

fection 

Control Team

）で
す
。

チ
ェッ
ク
し
、不
適
合
な
場
合
は
主
治
医
に

連
絡
し
ま
す
。後
者
は
感
染
症
と
し
て
速

や
か
に
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
と
重
症

化
す
る
た
め
、抗
生
剤
治
療
が
行
わ
れ
て

い
る
か
、行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
正
し
い

抗
菌
薬
を
使
っ
て
い
る
か
を
評
価
し
ま
す
。

両
者
と
も
大
切
な
の
は
検
出
さ
れ
た
細

菌
の
種
類
で
あ
り
、こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
細

菌
の
培
養
検
査
を
知
る
臨
床
検
査
技
師

が
中
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、特
定
の
抗
菌
薬
を
使
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
の
チ
ェッ
ク
を
行
い
ま
す
。細
菌
は

生
物
で
あ
り
、進
化
し
抗
菌
薬
に
対
す
る

耐
性
を
獲
得
し
ま
す
。感
染
症
治
療
の
歴

史
は
耐
性
菌
と
の
戦
い
で
あ
り
、科
学
の

進
歩
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た「
さ
ま
ざ
ま

な
細
菌
に
対
応
で
き
る
抗
菌
薬
」を
濫
用

す
る
と
、ど
の
抗
菌
薬
も
効
か
な
い
耐
性

菌
が
生
み
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。い
わ
ば

切
り
札
で
あ
る
広
域
抗
菌
薬
が
正
し
く

使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
の
が
こ

の
フ
ェ
ー
ズ
で
、抗
菌
薬
処
方
の
デ
ー
タ
を

持
つ
薬
剤
師
を
中
心
に
議
論
と
確
認
が
進

み
ま
し
た
。

　
　
　
　

は
週
２
回
活
動
を
行
っ
て
お

り
、通
算
開
催
数
は
な
ん
と
１
５
０
０
回

を
超
え
て
い
ま
す
。医
師
や
看
護
師
の
み

な
ら
ず
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
、当
院
の
感

染
症
治
療
を
支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

当
院
の　
　
　

に
は
、助
産
師
、理
学
療

法
士
、臨
床
工
学
技
士
、放
射
線
技
師
な

ど
、　
　
　

よ
り
た
く
さ
ん
の
職
種
が
参

加
し
て
い
ま
す
。　　
　

で
は
職
種
の
垣
根

を
超
え
て
、６
つ
の
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
と
し

活
動
し
て
い
ま
す
。

①
針
刺
し

（
採
血
や
点
滴
の
際
、誤
っ
て
自
分
に
針
を
刺
し

て
し
ま
う
こ
と
で
血
液
感
染
の
原
因
と
な
る
）

②
水
回
り

（
湿
度
が
高
い
た
め
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
、洗
浄
し

た
物
品
経
由
等
で
の
感
染
が
起
こ
り
得
る
）

③
手
指
消
毒

（
適
切
に
手
指
消
毒
を
し
な
い
と
、感
染
症
が
医
療

者
の
手
指
か
ら
他
の
患
者
に
伝
播
す
る
）

④
ミ
キ
シ
ン
グ

（
点
滴
な
ど
を
作
る
場
所
の
こ
と
。薬
剤
の
混
注
な

ど
を
行
う
た
め
、水
回
り
同
様
に
清
潔
に
保
た
な
い

と
細
菌
が
混
入
す
る
）

⑤
汚
物
室

（
オ
ム
ツ
や
排
泄
物
な
ど
を
処
理
す
る
部
屋
は
、尿

瓶
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
物
品
な
ど
の
保
管
場
所
で

も
あ
り
、汚
物
と
洗
浄
物
の
管
理
の
調
整
が
必
要
）

⑥
経
路
別

（
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に
応
じ
て
、適
切
な
感
染

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
か
の
確
認
）

ASTICT

　

今
回
は
⑥
の
経
路
別
グ
ル
ー
プ
の
活
動

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。当
院
の
病

室
の
入
口
に
は
、病
気
や
症
状
に
合
わ
せ
て

行
う
感
染
対
策
を
掲
示
し
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
よ
り
動
物
の
ア
イ
コ
ン
を
用
い
て

分
類
し
、視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
改
良

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
変
更
後
の
反
省
と

振
り
返
り
を
チ
ー
ム
内
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
は
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
て
、病
棟

ご
と
に
感
染
経
路
別
の
予
防
策
が
取
ら
れ

て
い
る
か
を
ラ
ウ
ン
ド
し
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。ま
た
、⑤
の
汚

物
室
チ
ー
ム
で
は
汚
染
物
と
洗
浄
さ
れ
た

器
具
と
の
動
線
を
分
け
る
た
め
に
、新
た

に
棚
を
組
み
立
て
て
部
屋
の
中
の
整
理
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
定
の
対
策
に
特
化
し
、小
回
り
が
効

く
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
ベ
ー
ス
と
し
て

活
動
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、実
際
の
臨
床
現

場
の
問
題
点
を
細
か
に
拾
い
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、速
や
か
な
対
策
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

�
�

�

�
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わ
た
し
た
ち
が
取
り
組
む

感
染
対
策
＆

制
御

病
院
へ
行
く
病
気
と
い
え
ば
ど
ん
な
病
気
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
脳
卒
中
、
が
ん
、
心

筋
梗
塞
、
骨
折
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
名
が
挙
が
る
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
病
院
で
闘
う
患
者

さ
ん
が
一
番
多
い
病
気
は
「
感
染
症
」
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
感
染
症
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
ち
、
私
た

ち
は
共
生
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
い
ま
、
諏
訪
中
央
病
院
が
ど
の

よ
う
に
感
染
症
へ
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
、
今
回
は
活
動
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

AST
×
ICT

特集２

report
report

両
チ
ー
ム
の
活
動
へ
参
加
し
実
感
し

た
の
は
感
染
対
策
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
で
す
。

　
　
　

は
感
染
症
診
療
の
最
前
線
に

い
る
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分

の
得
意
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
総
合

的
に
治
療
の
適
性
を
評
価
し
て
い
ま

す
。
一
方
の　
　
　

は
感
染
症
患
者

と
直
接
接
し
な
い
ス
タ
ッ
フ
も
含
ん

で
い
ま
す
が
、
全
員
が
当
事
者
意
識

を
持
ち
、
対
策
の
遵
守
徹
底
に
つ
い

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

感
染
症
と
闘
う
患
者
さ
ん
へ
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
、
か
つ
感
染
の
拡

大
や
医
療
従
事
者
へ
の
二
次
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
当
院
の
感
染
対
策

チ
ー
ム
の
活
動
は
、
今
後
も
続
い
て

い
き
ま
す
。
（
編
集
部　

山
口
俊
大
）

I
C
T

A
S
T

抗菌薬適正使用支援チーム感染制御チーム
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退職医師
からの

メッセージ
令和7年3月末

退職医師
からの

メッセージ

いしまる　　みつひこ

整形外科 医師　鮫島  基彰
　　　　　　1年間と短い間でしたがお世話に　

　　　　なりました。

　冬はとても寒かったですが、例年よりは暖か

かったようで、雪かきもせずに任期満了となり

そうです。寒がりの私には助かりました。

　改めて支えてくださった皆様に深く御礼申し

上げます。ありがとうございました。

さめじま  もとあき

麻酔科部長　石丸  美都彦
私がこの病院に来たのは東日本大

震災の翌年でしたので、かれこれ10年以上前に

なりますでしょうか。地震の後はもちろんです

が、その後はコロナもあって随分と世相の騒が

しい10年であったかと思います。それもあって

振り返ればあっと言う間の10年ではありました

が、その間たくさんの方々にお世話になりまし

た。本当にありがとうございます。

いとう　ひろし

呼吸器内科医長 兼 
救急総合診療センター副センター長

伊藤  浩
　　　　　　　諏訪中央病院で約4年間お世話

になりました。様々な仕事をさせていただいた

ので、多くの方々と出会うことができました。

「もっと長く働いていた感じがする」と言ってい

ただくことが多々ありますが、患者様や職員の

方々と濃密で充実した時間を過ごせたからだと

感じています。皆さんから多くを学び、支えて

いただいたことに心から感謝しています。

このたび、茅野市米沢でクリニックを開業し、

この地域の医療を別の形で支えていきたいと考

えています。これまで本当にありがとうござい

ました、そしてこれからもよろしくお願いいた

します。

循環器内科医師　髙橋  美紀
たかはし　　みき

　　　　　　　医者3年目から専攻医としてお

世話になり、早いもので丸6年勤務させていた

だきました。来年度は県外の病院で心エコーの

研鑽を積む予定です。また地元である長野県に

戻ってきた際にはそこで学んだことを生かして

皆様の健康に少しでも貢献できればと存じます。

ありがとうございました。

新型コロナウイルス感染症やイ
ンフルエンザに加えて、帯状疱
疹ウイルスと肺炎球菌について
知っておきましょう。

ワクチンで予防できる
疾患にはどのようなも
のがありますか？

感染症にかかってしま
いましたが、人にうつさ
ないためにはどのよう
な対策が必要ですか？

抗菌薬がなくなってい
るというニュースを見
ました。本当ですか？

今冬は年末年始にインフルエンザが大流行し、当院でも重症患者の入院により満床となり、他疾
患での入院ができないという状況も発生しました。
ワクチンは発症予防効果に加えて、重症化予防効果があります。新型コロナウイルスワクチンで
は国内で60歳以上の入院予防効果が44.7％、海外ではICU入室予防効果が73.3％というデー
タが発表されています（厚生労働省）。ポストコロナ時代においても高齢者や基礎疾患がある方
には接種をおすすめします。
また、ワクチンでの予防が一般的な疾患に帯状疱疹ウイルスと肺炎球菌のワクチンがあります。
帯状疱疹は重症となった場合は入院が必須で、また後遺症としての神経痛は難治性です。肺炎
球菌は成人の肺炎の原因としてもっとも多い菌です。高齢者や免疫機能が落ちている方は、積極
的な接種をおすすめします（肺炎球菌ワクチンは、65歳で公的補助が1度受けられます）。当院で
は内科・総合診療科とワクチン外来で受け付けています。まずは主治医にご相談ください。

原因となる感染症の感染経路に
よって、対応が異なります。

さまざまな要因で抗菌薬の流通
が滞っており、耐性菌の観点か
らも適切な抗菌薬使用が求めら
れる時代になっています。

感染症についての？にお答えします
ぎもん

新型コロナウイルスは、強力な感染力を持つウイルス感染症として依然大きな脅威となっていま
す。インフルエンザウイルスやコロナウイルスは咳やくしゃみによって感染が媒介される「飛沫感
染」の形態なので、感染した場合はマスクで飛沫を飛ばさない・吸い込まない対策が重要となり
ます。
汚染されたものからうつる感染症は「接触感染」と呼ばれ、代表的なノロウイルス感染症では、
吐物や便から感染します。コロナやインフル、細菌感染も手指にこれらの菌がついた状態で鼻や
口、眼を触れることで感染します。したがって、手袋の装着による汚染の予防、手指消毒の徹底が
対策となります。
同じ部屋の空気を吸うだけで感染してしまうのが「空気感染」です。この形態を取る感染症は少
ないですが、結核や麻疹、水痘がこれに当たります。当院では結核や播種性帯状疱疹（水痘と同
じウイルス）が疑われる場合は、個室管理で対応をしています。

抗菌薬は感染症治療に必須の薬品ですが、原料調達や生産を海外に依存している結果として、
円安での製造コストの増加、海外における品質管理、国際流通の問題などにより、抗菌薬の製造
供給が頻繁に停止する時代に突入しています。ASTの項で述べた通り、特定の抗菌薬でしか治
療できない耐性菌がある以上、抗菌薬の流通問題は我々の生命を脅かすことになります。
少ない抗菌薬を適切に使う心がけが大切です。コロナやインフルエンザ、これまで「かぜ」とされ
てきたようなウイルス感染症には抗菌薬は無効ですし、お子さんの中耳炎は抗菌薬濫用が叫ば
れてきました。こうした抗菌薬使用は耐性菌の産生も招きます。特に外来治療の中心となる内服
抗菌薬はもともと選択肢が少ないため、流通不足と耐性菌の影響を最も受けやすいといえます。
患者、医療者ともに、こうした意識を持って今日の感染症治療に臨む必要があります。
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整形外科 医師　仙石   祐
　　　　　　1年間と短い勤務期間でしたが、大

　　　　　変お世話になりました。

寒冷地での勤務や居住ははじめてで、沖縄から

引っ越してきたこともあり、寒さはすごく心配

でしたが、なんとか慣れることができたと思い

ます。逆に夏はとても過ごしやすく、いつまで

も夏ならいいのにと思うほどでした。

個人的にはFCアビエスというサッカーチームに

所属し、地元クラブの一員として楽しくサッカ

ーができました。（残念ながら実力不足であまり

チームには貢献できませんでしたが）地域に根ざ

したサッカークラブを通じて子供から大人まで

関わりあう、素晴らしい文化があるまちだと感

じました。今後とも地域の発展をお祈りしてお

ります。

整形外科 医師　髙嶋  吉朗
1年間ありがとうございました。病

院ではたくさんの方々に支えられて仕事をする

ことができて大変感謝しております。地域の

方々にも大変お世話になりました。初めて来た

茅野でしたが夏は涼しくて過ごしやすく、冬は

氷点下を経験できて充実した1年間を過ごすこと

ができました。茅野から離れるのは寂しいです

が、4月からも精進してまいります。これから

も皆様のご健康を祈念しております。ありがと

うございました。

せんごく　たすく

リウマチ・膠原病内科
フェロー　山口  俊大

やまぐち  としひろ

たかしま　よしあき

研修医　鴫原  飛翔
しぎはら　つばさ

令和7年3月末

退職医師
からの

メッセージ

退職医師
からの

メッセージ

専攻医　 芹澤  廣香
                     1年間大変お世話になりました。 

                  大阪の高度医療機関とは異なる環境

で、地域に求められる医療を考えながら診療を

行う機会も多く、貴重な経験を積むことができ

ました。多くの先生方やスタッフの皆様にあた

たかく支えられながら学びを深めることができ

ましたことを心より感謝申し上げます。この経

験を糧に、今後もより良い医療を提供できるよ

う努めて参ります。ありがとうございました。

せりざわ  　ひろか

専攻医　常見  勇太
初めての地域医療は新しい環境、

凍える寒さなど慣れないこともあ

り、皆様に多くのご迷惑をおかけしましたが、

皆様の温かいお言葉やお気遣いのおかげで半年

間走り切ることができました。短い期間ではご

ざいましたが、この地域の医療に携わらせて頂

いたことを誇りに思い、診療に向き合っていく

所存です。そして近い将来には自分が診察、治

療したことを誇りに思ってもらえるような世代

を代表する医師になり、またみなさんとお会い

できましたらこれ以上に嬉しいことはありませ

ん。半年間ありがとうございました。

つねみ　  　ゆうた

　諏訪中央病院での3 ヶ月間は、

　　　　　地域医療の現場を肌で感じ、多職種

連携の重要性を学ぶ貴重な経験でした。

八ヶ岳の美しい自然に囲まれた環境で、患者さ

んとの距離が近く、温かい地域医療に触れられ

たことが印象深いです。　　　　　　　　　　

また、先輩方やスタッフの皆さんから多くを学

び、医師としての視野が広がりました。今後は、

この経験を糧に、どこにいても患者さんに寄り

添う医療を実践していきたいと思います。

専攻医　太田  孝一
おおた　こういち

研修医　佐野  由依
2年間お世話になりました。長く

て短いこの期間で、たくさんの出会いと多くの

学びがありました。毎日忙しく過ぎる時間の中

で仕事に向き合い、不安なことやわからないこ

とも多々ありましたが、朝日に浮かぶ八ヶ岳や

真っ白に染まる冬の家々がとても穏やかに見守

ってくれていました。駆け出しの若い時期をこ

の土地で過ごし、皆様に出会えたことは本当に

大切な経験になりました。今後もここで学んだ

ことを糧に頑張ろうと思います。ありがとうご

ざいました。

さの　　　 ゆい

　　　　　2019年2月、東海大病院から短期研

修で当地に来た日を昨日のように思い出します。

行われている医療のレベルの高さに衝撃を受け、

八ヶ岳の麓の皆様の優しさや自然の豊かさにも

惹かれ、後期研修・専門研修の5年間を当院で過

ごしたくさんの経験をさせていただきました。

また、2023年からは本誌の編集にも携わらせて

頂きました。DXや災害医療など病院の広報誌か

ら一線を画した特集を組めたことは、元新聞部

としての矜持を発揮できたと密かに自負してお

ります。

6年前に思い描いていたほどの医師には努力不

足もありなれておらず、来年度は一旦当院を離

れて研鑽を更に積ませて頂くこととしました。

外来を縮小する関係で患者様にはご迷惑をおか

けしますが、成長してまた皆様のお役に立つこ

とでお返しできればと思います。

来年度からは佐久医療センターで内科専攻医とし

て働きます。この2年間で培った経験を活かして、

患者さんのために正しい医療が提供できる医師を

目指し精進してまいります。2年間本当にありが

とうございました。

　2年間大変お世話になりました。

頼りになる同期、優しく親身にな

ってくださる上級医の方々、個性的な後輩に囲

まれて、楽しく充実した研修生活を送ることが

できました。コメディカルの方々も優しく、非

常に働きやすい環境でした。

疑問
解決

骨粗鬆症
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第 20回

き
り
し
ま
し

た
」「
安
心
し

ま
し
た
」
と

笑
顔
で
帰
宅
さ

れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
く
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
「
八
ヶ
岳
西
南
麓
の
こ
の
地
域
は
本
当
に

素
敵
な
場
所
」
と
鬼
崎
さ
ん
。「
患
者
さ
ん

の
入
退
院
支
援
や
病
院
間
の
橋
渡
し
役
と

し
て
〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
〜
を
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
い
き
ま
す
！
」
と
意
気
込
み
を

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

         
院
長
補
佐 

兼 

副
看
護
部
長 

兼 

地
域
連
携
部
長　

                                     

鬼
崎　
喜
代
美
さ
ん 

の
回

お
に
ざ
き　
　
き
よ
み

　
レ
ト
ル
ト
や
病
院
売
店
も
活
用
し
て
お

弁
当
を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
鬼
崎
さ
ん
。

今
回
は
貴
重　
（
笑
）だ
と
い
う
手
作
り
で
、

出
身
地
九
州
の
味
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

有
名
な
高
菜
の
油
炒
め
に
、
鶏
そ
ぼ
ろ
が

添
え
ら
れ
、
色
鮮
や
か
で
美
味
し
そ
う
で

す
。
趣
味
は
野
球
観
戦
。
横
浜           

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
で
、
お
昼
の
休

憩
中
に
ス
ポ
ー
ツ
ナ
ビ
で
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
日
課

と
か
。ハ
マ
の
番
長
こ
と
三
浦
監
督
の
パ
ー

テ
ィ
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
熱

狂
ぶ
り
で
、
上
手
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
職
場
は
、
正
面
入
口
横
の
患
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
内
。
入
退
院
支
援
や
受
診
調

整
な
ど
を
行
う
地
域
連
携
部
で
、
主
に
医

療
連
携
（
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
や

緊
急
受
診
の
調
整
、
病
院
間
の
受
診
調
整
、

転
院
調
整
な
ど
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
利
用
者
相
談
窓
口
や
茅
野
市
医
療
・

介
護
連
携
支
援
窓
口
な
ど
で
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
。
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
方
が
「
気
持
ち
が
す
っ

病
院
か
ら
地
域
へ

第41回

　

昨
年
暮
れ
に
脳
死
に
よ
る
臓
器
移
植

が
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
生
体
肝
移

植
は
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
技
術
的

に
は
問
題
な
い
と
言
え
ま
す
。
脳
死
に

よ
る
ド
ナ
ー
臓
器
が
少
な
い
の
が
原
因

で
す
が
、
移
植
臓
器
を
得
る
こ
と
は
難

し
く
、
移
植
の
た
め
に
渡
航
す
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
異
種
移
植
の
た
め
に
、
豚
を

使
え
な
い
か
と
昔
か
ら
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
異
種
移
植

を
視
野
に
無
菌
豚
の
飼
育
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

も
う　

数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
ま

だ
日
本
で
は
脳
死
移
植
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
パ
リ
に
肝
移
植
の
勉

強
に
行
き
、
脳
死
肝
移
植
の
手
術
に
助

手
と
し
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

手
術
は
い
つ
も
夜
に
な
る
こ
と
が
多

く
大
変
で
し
た
。
同
時
に
病
院
と
隣
接

し
た
バ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
で
ラ
ッ
ト
と

モ
ル
モ
ッ
ト
の
心
臓
移
植
を
や
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ッ
ト
と
モ
ル
モ
ッ

ト
は
近
い
種
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

以
外
と
遠
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
生
物
の

進
化
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
結
果
に
た
ど
り
着

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ゾ
ウ
と
海

に
住
む
マ
ナ
テ
ィ
は
か
な
り
近
い
種
で
あ

る
、
と
い
う
よ
う
に
で
す
。

　
実
験
は
ま
ず
、
ラ
ッ
ト
の
心
臓
移
植
の

手
技
の
習
熟
か
ら
始
め
ま
し
た
。
何
と
か

う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
ッ
ト
か

ら
モ
ル
モ
ッ
ト
の
異
種
移
植
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
移
植
の
拒
絶
反
応
は
急

性
拒
絶
反
応
と
慢
性
拒
絶
反
応
が
あ
り
ま

す
。
異
種
移
植
で
は
超
急
速
拒
絶
反
応
で

数
時
間
で
ダ
メ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腹
部
に
移
植
し
た
心
臓
の
拍
動
が
止
ま
る

の
が
拒
絶
の
結
果
と
な
り
ま
す
。
現
在
も

免
疫
抑
制
剤
と
し
て
移
植
や
自
己
免
疫
疾

患
に
使
用
さ
れ
て
い
る
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン

を
使
用
し
ま
し
た
が
、
生
着
の
延
長
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
、

　
2
0
2
2
年
米
国
で
豚
の
心
臓
の
人
へ

の
移
植
が
成
功
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
異
種
移
植
に
は
い
ろ
い

ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
。　
（
次
号
に
続
く
）

は
ま
ぐ
ち 

　
み
の
る

名
誉
院
長
　
濵
口 

實

11 10

30

!?

De
N
A

脳
死
と
異
種
移
植
に
つ
い
て

第18回

　
東
日
本
大
震
災
か
ら　
年
、
阪
神
淡
路

大
震
災
か
ら　
年
経
過
し
ま
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト

（
N
H
K
調
べ
）
で
は
6
割
以
上
が
記
憶

や
教
訓
が
風
化
し
て
い
る
、
ま
た
能
登
の

地
震
に
対
し
て
、
過
去
の
教
訓
が
生
き
て

い
な
い
と
答
え
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震

で
も
、
阪
神
淡
路
と
同
様
に
、
家
屋
倒
壊

に
よ
る
圧
死
、
通
電
火
災
に
よ
る
被
害
が

多
く
、
今
回
の
地
震
の
前
に
耐
震
工
事
が

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
教
訓
が
生
き
て
い
な
い
、
と
感

じ
た
よ
う
で
す
。
諏
訪
地
方
の
地
震
被
害

予
測
で
も
家
屋
倒
壊
数
が
多
く
、
教
訓
が

生
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
茅
野
市
の
危
険
度
マ
ッ
プ
で
は
、
家
屋

倒
壊
が
国
道　
号
線
沿
い
に
多
く
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、

市
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
が
あ
り

ま
す
。
耐
震
改
修
に
補
助
金
の
出
る
自
治

体
も
あ
る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
阪
神
淡
路
震
災
被
災
者
に
何
が
一

番
大
切
か
を
聞
く
と
、
１
…
水
や
食
料
の

備
蓄
、
２
…
家
屋
の
耐
震
化
、
３
…
住
民
同

士
の
助
け
合
い
と
の
結
果
で
し
た
。

　
諏
訪
地
方
で
は
、
衣
類
、
寝
具
に
加
え
て

防
寒
対
策
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
大
災
害
の
教
訓
を
今
、
私
た
ち
の
地
震
対

策
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
今
、
動
き
出
さ
な

け
れ
ば
、
震
災
の
教
訓
が
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
教
訓
を
生
か
す
の
は
今
で
す
。

は
ま  

　
た
か
ひ
こ

防
災
士
　
手
術
室
看
護
師
　
濱
　
貴
彦

大
震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

減
災
を
身
近
に

鍼
灸
師
の
つ
ぶ
や
き

　

卒
業
や
入
学
準
備
の
時
期
に
な
り
、

日
差
し
が
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
。
季
節
の
変
わ
り
目
は

体
調
を
崩
し
や
す
い
で
す
が
、
み
な
さ

ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

風
が
強
く
な
る
春
は
「
風
」
の
影
響

を
受
け
や
す
く
な
る
と
東
洋
医
学
で
は

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は

ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
あ
り
ま
す
し
、
気
温

が
安
定
し
な
い
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

風
と
寒
の
邪
気
が
身
体
に
侵
入
し
や
す

く
、
頭
痛
な
ど
の
不
調
が
出
や
す
い
か

と
思
い
ま
す
。
頭
の
横
が
痛
い
、
張
る

よ
う
な
痛
み
、
寝
違
え
な
ど
の
不
調
は
、

風
と
寒
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ま
に
は
季
節
の
変
わ

り
目
の
不
調
に
負
け
ず
、
健
や
か
に
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
…

　

そ
こ
で
今
回
は
風
や
寒
の
影
響
を
受

け
て
起
こ
る
頭
痛
に
対
す
る
セ
ル
フ
ケ

ア
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ボ
は
目
や
首
の
疲
れ
に
も
効

果
が
あ
る
の
で
、
み
な
さ
ま
ぜ
ひ
取
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

い
と
う 

　
み
さ
き

鍼
灸
師
　
伊
藤 

美
咲

column

第8回

ツボ：風池

耳の後ろにある骨から後ろに向かって

触っていき、1番最初に触れるくぼみ。

1.　ゆっくり押していく
2．　痛気持ちいい強さになったら
　　そこで３秒止める
3.　ゆっくり指の力を緩める

※突然の激しい頭痛・だんだんと痛みが
増す頭痛・痺れや呂律が回らない…

そんなときは病院へ︕

 

ふ
う
ち

風
池

14

3020

メディメシ
「メディカル・スタッフ（医療従事者）のご飯」の略
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column

番　外 研修医は今 臨床研修20周年記念式典レポート令
和

7
年

3
月

17
日

発
行

（
隔

月
発

行
）　

　
　

諏
訪

中
央

病
院

広
報

誌
「

た
ん

ぽ
ぽ

」
238

号
　

　
　

　
　

　
編

集
発

行
：

た
ん

ぽ
ぽ

編
集

部
　

 　
　

　
住

所
：

長
野

県
茅

野
市

玉
川

４
３

０
０

番
地

　
２
月
８
日
、諏
訪
中
央
病
院
臨
床
研
修

　
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
号
特
集
で
ご
紹
介
し
た
通
り
、当
院

で
は
２
０
０
４
年
よ
り
臨
床
研
修
を
開
始

し
、こ
れ
ま
で
多
数
の
医
師
が
学
ん
で
き

ま
し
た
。当
院
に
残
り
八
ヶ
岳
の
麓
の
医
療

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
一
方
で
、新
天

地
へ
羽
ば
た
き
活
躍
す
る　
　
　
　
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。　

周
年
を
迎

え
た
今
回
は
、全
国
津
々
浦
々
か
ら
１
０
０

名
を
超
え
る
先
生
方
が
、列
島
を
す
っ
ぽ

り
覆
う
大
寒
波
を
も
の
と
も
せ
ず
集
ま
り

ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
開
に
会
話
が
弾
む
中
、

歴
史
を
振
り
返
る
ム
ー
ビ
ー
か
ら
式
典
は

ス
タ
ー
ト
。組
合
長
で
あ
る
今
井
敦
茅
野

市
長
の
挨
拶
に
続
き
、臨
床
研
修
委
員
長

を
務
め
た
蓑
田
正
祐
医
師
の
乾
杯
で
、

パ
ー
テ
ィ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
中
に
は
、市
立
大
町
病
院
の
総
合

診
療
科
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
金
子
一
明

先
生
、当
院
の
臨
床
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
藤
川

裕
恭
先
生
、腎
臓
内
科
医
と
し
て
研
鑽
を

積
ま
れ
て
い
る
麻
生
芽
亜
先
生
か
ら
当
院

で
の
研
修
と
近
況
報
告
を
合
わ
せ
た
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、出
席
者
で
時
代
時
代
の

思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

研
修
開
始
当
時
、院
長
職
に
あ
っ
た
濵

口
實
名
誉
院
長
の
ス
ピ
ー
チ
の
後
、佐
藤

泰
吾
院
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

三
本
締
め
で
式
典
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。そ
の
あ
と
行
わ
れ
た
二
次
会
で
は
、歴

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
を
見
な
が
ら
思
い

思
い
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
す
る
、と
い
う

企
画
で
盛
り
上
が
り
、笑
い
の
絶
え
な
い

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、研
修　
周
年
に
加
え
て
今

井
統
括
院
長
・
佐
藤
院
長
が
就
任
し
、当

院
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
が
、時
代
や
体
制
が
変
わ
っ
て
も
、

我
々
の
使
命
は
社
会
的
共
通
資
本
で
あ

る
当
地
の
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、そ
れ
を
担
え
る
人
材
を
当
地
で
育
て

続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

冠
雪
で
真
っ
白
で
あ
っ
た
八
ヶ
岳
が
気

が
つ
け
ば
芽
吹
く
緑
で
彩
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、季
節
ご
と
に
成
長
し
て
い
く
研
修

医
・
専
攻
医
。患
者
様
や
地
域
住
民
の
皆

様
に
は
、そ
の
姿
を
一
緒
に
見
守
って
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
（
編
集
部　
山
口
俊
大
）

O
B
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